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1. はじめに 

 ボリュームディスプレイとは空間に立体を

直接描画し，体積を持つ立体映像を表示するデ

ィスプレイである．画素として電子素子を用い

た場合，配線や画素自体によって 3次元画像の

画質を低下させてしまう．この問題を解決する

ために量子ドットを用いた光制御可能なボリ

ュームディスプレイの研究が提案されている
1)．しかし作製プロセスにおいて，すべてを手

作業で行っていたため，試作したボリュームデ

ィスプレイの解像度は 8 × 8 × 8と低いもので

あった．また，赤と緑の 2色しか表現できてい

なかった． 

 そこで本研究ではインクジェットプリンタ

ーを用いて蛍光インクを配置することにより

高解像度なボリュームディスプレイを作製し

た．蛍光インクをボリュームディスプレイの画

素として用いることにより，電気的配線もなく

立体映像を表現することができる．またインク

ジェットプリンターを用いることで容易に立

体像のフルカラー化を実現できる． 

 

2. ボリュームディスプレイの構成 

 図 1 にボリュームディスプレイの設計を示

す．蛍光インクが印刷された透明フィルム 20

枚から構成されている．立体感を出すためにフ

ィルム間の厚さが 0.5 mmとなるようにエアギ

ャップを設けてある．フィルムに二箇所ほど小

さな穴を開け，芯を通すことでフィルムを固定

している．今回使用したインクジェットプリン

ターは最小画素間隔 1/5,760 inchの解像度で印

刷可能である． 

 

 

 

 

 

 

 

3. 実験結果 

図 2(a)に今回用いた 3D モデルを示す．図 3 

(b), (c) に作製したボリュームディスプレイの

拡大図を示す．フィルムにはそれぞれ 3Dモデ

ルの断面図を印刷し，積層することで 立体映

像を表示するように設計した．図 2 (b)に自然

光下，図 2 (c)に紫外光(365 nm)下での結果を示

す．図 2 (b)に示す通り，自然光下では発光はし

ていないことがわかる．ここで紫外光を照射す

ると蛍光インクが発光し，図 2(c)に示すように

立体映像を得ることができた． 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

また図 3に図 2 (c)で作製した立体像の角度を

変えて撮影したものを示す．これを見ると視野

角があり立体像であることが確認できた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. おわりに 

 本研究で我々は，光で制御可能な蛍光色素に

基づくボリュームディスプレイにおける，作製

手法の改善を行った．インクジェットプリンタ

ーを用いることで，高画質な立体像の表示に加

え，フルカラー化も実現した．   
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図 1 ボリュームディスプレイの構成 

(a)         (b)          (c) 

図 2 作製したボリュームディスプレイ 

図 2 角度を変えて撮影した立体映像 
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